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博士学位申請論文審査報告書 
 
『中小製造業における家業の維持発展への意思の形成要因』 
 
I 本論文の主旨と構成 
 
１．本論文の主旨 
 本論文は、中小企業のオーナー経営者が持つ事業の維持発展への意思を形成する要因を明らかにしている。 
 かつて、中小企業は問題性のある存在とみる見解が強かったが、1999年の改正中小企業基本法が中小企業を
日本経済の発展と活力の源泉と捉えたように、経済に貢献する存在とみる見解が強くなっている。本論文は、
戦後日本経済の発展を先導してきた機械工業の分業システムのなかで基盤技術を担う中小企業の貢献に注目
している。そのなかでも保有する基盤技術と、基盤技術を駆使するための技能の進歩に努めている中小企業を
研究対象としている。 
 基盤技術の進歩は、わが国機械工業の漸進的革新による競争力の強化に寄与しているが、中小企業が技能や
技術の進歩に努めるのは、経営者が事業の維持発展に強い意思を持ってその継続を図るためである。中小企業
経営者がこのように事業の維持発展を図るのは企業を所有し経営する目的を達成するためである。この目的の
中身には、金銭的、物質的富裕を手に入れることとともに、経営者自身が思い描く経営者としてのあり方、生
き方を達成する、ということがある。 
 本論文は、中小企業経営者が思い描く経営者としてのあり方、生き方を「経営者が自分の営む事業の社会に
おける意義づけをし、その意義を実現するために経営者としてこうありたいと思うこと」と捉えている。本論
文は、このようなあり方や生き方の達成欲求が、彼らの意欲的な経営を動機づけるとともに、事業の維持発展
への意思の形成要因になっている、と考えている。 
 オーナー経営の中小企業においては、経営者が全幅の責任と権限を持っており、経営者の意思がそのまま企
業行動に反映される。中小企業経営者が抱く事業の維持発展への意思の形成要因を探ることは、中小企業の行
動の根本的な要因を明らかにし中小企業の実像を鮮明にすると考えられる。 
そのため本論文は、参与観察やインタビューを中心に中小企業経営者の内面を解釈する質的研究により分析
を進めている。対象とした企業は、事業の維持発展に強い意思を持ち技能や技術の進歩に努める中小企業経営
者である。 
さらに、オーナー企業の中小企業では会社は経営者の血縁を通じて継承される場合が多い。これは経営者の
持ち株は個人資産であり血縁者に相続すること、会社の持ち株以外の個人資産を担保に事業資金を調達してい
ることとも密接に関係していると考えられる。本論文では血縁を通じた事業の継承を中小企業の特徴と捉え、
血縁を通じた後継を考えている、もしくは血縁を通じて事業を受け継いでいる中小企業を分析の対象としてい
る。 
なお、中小企業経営者は、自分が営む事業を一家の生計を立てる家業と捉えている。本論文ではこの点を明
らかにしたうえで、中小企業経営者の営む事業を家業と言い換えている。 
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論文提出者は長年に渡る数多くの中小製造業の経営者に対する調査、インタビューと参与観察の経験を踏ま
えて詳細な事例分析を行っている。すなわち、最長２０数年に及ぶ５社の参与観察と１４社の事例調査により、
彼らの経営の動向および経営行動を質的に分析して彼らの内面を解釈しようとしている。 
 その結果、中小企業経営者が達成しようと努める経営者としてのあり方、生き方は、彼が創業した時あるい
は事業を継承した際の動機やその後の経営現場でものづくりにはげむ中で培われた労働観に反映された彼の
事業観に強く影響を受けているとして、この労働観と事業観の中身を考察している。さらに、中小企業経営者
はこの事業観を事業経営に対する価値観と規範に昇華させて、自身の経営に対する意欲のより所としていると
考え、この価値観や規範の内容を明らかにしようとしている。 
 
 
２．本論文の構成 
 本論文の章立ては以下のとおりである。 
 
はじめに                               
 
Ⅰ．研究対象とする中小企業                   
１．この章の目的                       
２．中小企業の捉え方                          
２．１．中小企業問題の発端   
２．２．『中小企業白書』からみた中小企業の捉え方   
３．中小企業に対する認識と研究対象の捉え方        
３．１．中小企業研究の必要性   
３．２．研究対象の捉え方   
４．基盤技術を担う中小企業の貢献                   
５．研究対象とする中小企業の範囲                   
６．Ⅰ章のまとめ                           
 
Ⅱ．研究の視点と研究方法                      
１．この章の目的                         
２．研究対象とする中小企業経営者の経営姿勢         
３．本論文の視点                 
  ３．１．問題意識  
  ３．２．研究の視点 
   ３．２．１．経済活動の動機 
 ３．２．２．労働から得る満足 
   ３．２．３．企業家論   
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３．２．４．本論文の視点   
４．本論文に関連する中小企業研究の動向と本論文の位置         
  ４．１．中小企業研究における近年の問題意識   
  ４．２．本論文と関連する研究   
４．３．本論文の位置   
５．研究方法の検討  
５．１．研究方法の基本的方向  
５．２．質的研究と分析方法  
５．３．グラウンデッド・セオリー・アプローチの特性 
５．４．本論文の分析方法  
６．本論文の分析対象者  
７．Ⅱ章のまとめと各章の構成                
７．１．Ⅱ章のまとめ   
７．２．以下の各章の構成   
 
Ⅲ．中小企業経営者の事業観                    
１．この章での問い                        
２．中小企業経営者の事例                       
２．１．目黒機械彫刻所   
２．１．１．機械彫刻機メーカー勤務を経て創業  
２．１．２．経営基盤の構築  
２．１．３．NC彫刻機登場と経営環境の変化  
２．１．４．開発試作用部品加工への転身 
２．２．日伸スプリング  
２．２．１．日伸スプリングの前史  
２．２．２．日伸スプリングの創業 
２．２．３．経営基盤の確立  
２．２．４．様々な製品への挑戦  
２．３．神永研磨  
２．３．１．10年の修業を経て創業  
２．３．２．周辺の町工場とのネットワークで経営基盤を確立  
２．３．３．研磨のコンビニ  
２．４．佐藤精巧直線 
２．４．１．直線加工に商機を見出して創業  
２．４．２．細物直線の需要増大と競争の激化  
２．４．３．より細い線材をより長い直線に  
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３．独立創業の要因           
３．１．ものを造ることの気概  
３．２．労働の主体者   
３．３．独立創業の動因としての経済的動機  
３．４．事業の存続条件  
３．４．１．分業構造のなかでの存立条件  
３．４．２．経済的リスク  
３．４．３．従業員の生活  
３．５．事業観  
３．５．１．事業の一義的目的  
３．５．２．家業・家産としての事業  
３．５．３．経営の継続を重視  
３．５．４．自分の存在意義を確認  
４．Ⅲ章のまとめ              
 
Ⅳ．家業の維持・発展への意思の形成要因               
１．この章での問い                        
２．ものを造ることの気概、労働観、事業観の昇華        
２．１．家業に対する価値観   
２．１．１．技能や技術の有用性   
２．１．２．技能や技術の進歩を図るのは価値ある行為   
２．１．３．利潤や報酬の正当性   
２．１．４．家業の価値  
２．２．ものを造ることの規範   
２．３．家業の維持発展への意思の背後にあるもの   
３．意欲的に家業経営に取り組む後継者の事例             
３．１．川田製作所  
３．１．１．刀鍛冶の修業を経て創業 
３．１．２．NC工作機械の導入とフォーミングマシンの考案  
３．１．３．多品種少量生産への転換  
３．１．４．生産設備メーカ  ー   
３．２．タマチ工業  
３．２．１．小型自動車の草分け  
３．２．２．オオタ商会からタマチ工業へ  
３．２．３．高度設備の導入と高度加工  
３．３．浜野製作所 
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３．３．１．プレス金型工場としてスタート 
３．３．２．家業の継承  
３．３．３．家業の再興  
３．３．４．事業領域の拡大と産学連携活動などへの参加  
３．４．深中メッキ工業  
３．４．１．問題山積のなかでの後継  
   ３．４．２．経営の立て直し  
３．４．３．新しい挑戦 
３．５．ダイヤ精機   
３．５．１．工業ゲージメーカーとしてスタート  
３．５．２．二度の退社の後に社長に  
３．５．３．経営の立て直し  
３．５．４．次世代に向けた取り組み  
３．６．昭和製作所  
３．６．１．舟久保利作氏による創業  
３．６．２．舟久保和利氏が家業に就くまで  
３．６．３．経営の改革  
３．７．大野精機  
３．７．１．丸モノ加工を看板に創業  
３．７．２．加工の自動化の推進  
３．７．３．大野和明氏の入社と冶工具の開発  
３．８．笠原スプリング製作所 
３．８．１．笠原スプリング製作所の経緯  
３．８．２．業績の悪化  
３．８．３．「てのひらとんぐ」と独自の加工技術の考案  
３．９．チバプラス  
３．９．１．チバプラスの設立と千葉勇希氏が会社に家業に就くまで  
３．９．２．取引先の分散  
３．９．３．自社製品などへの挑戦  
３．１０．小松ばね工業  
３．１０．１．小松ばね工業の創業  
３．１０．２．二代目経営者小松節子氏による経営の立て直し  
３．１０．３．小松万希子氏による後継  
３．１１．田代合金所 
３．１１．１．活版印刷用活字と地金を製造 
３．１１．２．活版印刷の衰退とキャストメタルへの進出   
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３．１１．３．田邊豊博氏の入社とTGメタルの考案  
３．１１．４．建築内装材コンウォールの開発  
３．１２．牧野精工   
３．１２．１．ライター部品の製作でスタート 
３．１２．２．NC旋盤主体の加工体制への転換 
３．１２．３．多品種少量生産と微細加工への展開  
３．１３．シンワモールド  
３．１３．１．プラスチック射出成形金型の製作で経営基盤を築く  
３．１３．２．ＭＥ革命と収益性の悪化  
３．１３．３．NC工作機械による金型製作への転換  
３．１３．４．金型製作の多様化  
４．後継者の家業の維持発展への意思の背後にあるもの  
４．１．後継者の取り組み  
４．２．後継者の事業観   
４．３．後継者のものを造ることへの気概   
４．４．家業に対する価値観とものを造ることの規範   
５．Ⅳ章のまとめ                    
 
Ⅴ．家業の維持・発展への意思の継承プロセス             
１．この章での問い                        
２．創業以来培われたものを受け継ぐ素地              
２．１．後継者が受け継いだもの   
２．２．家業の歴史と創業者への尊敬の念   
３．後継者が家業の維持・発展への意思を形成する事例     
３．１．新栄スクリーン   
３．１．１．新栄スクリーンの経緯   
３．１．２．鈴木健氏の入社   
３．１．３．経営者の自覚の醸成  
３．２．東日本金属  
３．２．１．小林合金工場   
３．２．２．鋳物工場から鋳物製品工場への発展   
３．２．３．小林亮太氏による後継  
４．家業経営者としての自覚       
４．１．家業経営の実感  
４．２．創業以来の技能や技術の価値の理解   
４．３．家業経営としての自覚   
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５．Ⅴ章のまとめ                       
 
Ⅵ．中小企業経営者が思い描く経営者としてのあり方、生き方    
１．本論文で研究対象とした中小企業の特質           
  １．１．分業システムのなかでの貢献  
  １．２．全幅の権限と責任を持つ経営者  
２．中小企業にとっての発展                
３．経営者としてのあり方、生き方と家業の維持発展     
 
 
II 本論文の概要 
 
 本論文のⅠ章では、研究対象とする中小企業について述べている。中小企業に対する見方には、その脆弱性
や問題性を指摘するタイプの見解と、経済発展に貢献する存在とする見解とがあるが、ここでは後者の貢献型
の中小企業を対象としている。その中でも、中小企業が特有の役割を持つ領域として、機械工業において基盤
技術により部品製作をする企業を対象としている。さらに、オーナー企業であり、血縁や縁故を通じて事業が
継承される、という典型的なタイプの中小企業を対象としている。 
 Ⅱ章では、研究の視点と研究方法について述べている。研究の視点に関しては、まず、企業を所有し経営す
る動機について以下のように考えている。中小企業のオーナー経営者は次のような動機や目的で企業を所有し
経営している。すなわち、事業は一家の生活を支える生業であり、金銭的、物質的富裕さを手に入れること、
そして、経営者自身が思い描く前向きな経営者としてのあり方、生き方を達成すること、である。この動機を
中小企業経営者の内面から分析することにより、中小企業の実像を示し、中小企業研究や中小企業政策への新
たな視点を示唆し、中小企業経営者の意欲を高める契機としたい、としている。 
 そのために、参与観察やインタビューを中心に中小企業経営者の内面を解釈する質的研究により分析を進め
ている。具体的な研究対象は、機械工業の中小企業のうち、事業の維持発展に強い意思を持ち、技能や技術の
進歩に努める１９社の中小企業とその経営者である。そのうち５社は、論文提出者が経営支援などを通じてそ
の経営に関与し参与観察した中小企業とその経営者である。１４社は経営行動の観察やインタビューにより事
例調査をした中小企業と経営者である。 
 Ⅲ章では、中小企業経営者の持つ事業観について論じている。まず、４社の事例について分析し、その創業
経営者の創業の動機について考察している。とりあげている中小企業は、参与観察を１９９６年から続けてい
る金属彫刻の目黒機械彫刻製作所、同じく２００４年から続けてきたバネ製造の日伸スプリング、２００５年
から事例調査を行っている精密研磨加工の神永研磨および細線材直線矯正加工の佐藤精巧直線である。 
その中で彼らがものを造ることの気概を持つに至り、自分の労働の価値、存在意義を自分の責任と裁量で確
認する労働の主体者ありたいという気持ちを持つようになっていることに注目している。ここを出発点に中小
企業経営者は企業を所有し経営することを経験しつつ、独立創業した時の思いを折り重ねて、事業を営む目的
や意味を明らかにする事業観を抱いてきたと考える。とりわけ、彼らが家族の生計を立て従業員の生活を支え
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るとともに労働の主体者であり続けるために家業としての事業の継続を重視していることに注目する。 
 Ⅳ章では、家業の維持発展に対する意思の形成要因について論じている。まず、Ⅲ章で論じた点をさらに進
め、創業経営者が自分の事業を展開する中で、それを取り巻く社会との関係から事業を理解するようになり、
ものを造ることの気概や事業観を昇華して、社会における事業の正当性や価値を意義づける価値観を抱くよう
になり、価値観の基準となる規範を持つに至ったと考える。そしてこれが家業の維持発展に対する意思を確固
たるものにしたとみる。 
続いて、創業者が築いた家業を受け継いだ後継者にも注目し、家業の維持発展を支えている要因を考察して
いる。そこでは意欲的に家業経営に取り組む後継者の事例１３社について分析を行っているが、彼らも家業を
意欲的に経営し、先代の意思を受け継いでその価値観や規範を育んで家業の維持発展への意思を強くしたとし
ている。 
ここで新たにとりあげている中小企業は、参与観察を２００５年から続けている各種生産設備の設計製作と
金属切削加工を行う川田製作所と、同じく２００２年から続けている自動車エンジン部品および医療機器設計
製作を行うタマチ工業である。さらに事例調査としては、精密板金部品の設計製作を行う浜野製作所（事例調
査を２００４年から続けている）、精密部品の電気めっきを行う深中メッキ工業（同じく２００４年から）、
工業用ゲージ設計製作のダイヤ精機（同じく２００７年から）、材料試験片の製作を行う昭和製作所（同じく
２００９年から）、精密旋盤・金属加工の大野精機（同じく２０１３年から）、金属プレス加工の笠原スプリ
ング製作所（同じく２０１１年から）、プラスチック射出成形加工のチバプラス（同じく２０１０年から）、
トーションスプリングやコイルスプリングを製作する小松ばね工業（同じく２００９年から）、錫系合金の鋳
造や錫製内装材の開発製作を行う田代合金所（同じく２００６年から）、精密金属加工を行う牧野精工（同じ
く２０１０年から）、プラスチック射出成形金型の設計製作を行うシンワモールド（同じく２０１３年から）
がとりあげられている。 
Ⅴ章では、家業の維持発展への意思の継承プロセスについて論じている。すなわち、後継者が家業を受け継
ぐ素地とともに、後継者が家業経営者として自覚を持ち家業の維持発展への意思を確立していくプロセスが考
察されている。なお、ここでは上記の事例に加えて経営者として修業の途上にある後継者の事例２つを加えて
分析が行われている。新たにとりあげた中小企業は、２００２年から参与観察を続けているスクリーン印刷と
表示ユニットの設計製作を行う新栄スクリーンと、２００５年から事例調査を続けている建具金物などの鋳造
部品の製作を行う東日本金属である。 
まず、家業を受け継ぐための素地として彼らが、先代が維持発展に努めてきた家業の変遷を理解しているこ
と、創業者や先代に対する尊敬の念を持っていることに着目する。さらに、彼らは取引先や金融機関、従業員
などとの関わり合いの中で家業経営のリスクや難しさを体感するとともに、創業以来の技能や技術が家業を支
え続けていく資源でもあることを理解していく。 
彼らは家業の継続とともに先代と同様の事業観を持つようになり、実績をあげていく中で家業に対する自負
を強くし、労働の主体者になりたいという独立心を満たしていく。その中で家業の社会的有用性や利潤の正当
性といった価値観や、真摯にものを造り、弛まぬ創意を持って技能や技術を進歩させていかなければならない
という規範を持ち、家業の維持発展への意思を形成してきた、と論じている。 
 Ⅵ章では、中小企業経営者が思い描く経営者としてのあり方、生き方について論じている。そこでは、わが
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国産業の基盤技術を担う中小企業にとっての発展とは、時代の潮流に対応した、より付加価値の高いものを造
るために、創業以来の技能や技術の進歩を図り、漸進的革新を繰り返していくことである、としている。その
中で中小企業経営者が思い描く経営者としてのあり方、生き方は「ものを造ることの気概を持ち、自分の資産
を賭して事業経営を行い、社会が求める価値あるものを造っているという自負心」と「自分の裁量と責任で自
分の労働の価値を確認できる労働の主体者でありたいという独立心」に要約される、と論じている。このよう
なあり方、生き方を社会的な意義に結びつけ自らの存在意義を明確に意識するために形成されるものが家業に
対する価値観と規範である。これを堅持することで中小企業経営者は、経済の需要や情勢の変化によってその
存立が揺り動かされても、現業に踏みとどまって家業の経営を立て直し、事業機会を求めて主体的に地道な漸
進的な技術革新に努めて、わが国経済の発展に貢献する存在となったとしている。 
 最後に、中小企業を経済の発展と活力の源泉と捉えることが国や地方自治体の産業政策の重要課題であるな
らば、中小企業に対する適切な政策の立案と運営には中小企業の特質を大企業やベンチャー企業との対比で捉
えるのではなく、ここで論じたように中小企業の内側からその実像をみる必要があり、そのような政策の姿勢
が中小企業経営者の意欲を一層高め、その積極的な経営展開の契機を与えることになる、としている。 
  
 
III 審査要旨 
 
本論文の審査結果は、大要以下のとおりである。 
１．本論文の長所 
（１）本論文は、中小企業の競争力強化につながる基盤技術・技能の進歩をもたらすのはオーナー経営者が持
つ事業の維持発展への意思であるとの視点から、そのような意思を形成する要因として、主として経営者
自身が思い描く経営者としてのあり方、生き方に焦点をあて、質的研究によって探索している。 
（２）質的研究の成否は事例の選択でほとんど決定されるが、本論文で選ばれた１９の事例はいずれも基盤技
術・技能の進歩において成功している企業であり、また、そのうちの５社は論文提出者が経営支援などを
通じて長年その経営に関与した企業である。 
（３）長期間に渡る対象企業への参与観察とインタビューを数多く積み重ねる中で、経営者との信頼関係を築
くことで、表面的な記述にとどまらずその深層にまで立ち入った記述をしている。 
（４）企業を経営する経営者であると同時に現場で付加価値を生み出す労働者でもある小規模な中小製造業の
経営者の実像の内面に迫った分析をしている点において、中小企業研究の中でも極めてオリジナリティの
ある研究と言える。 
（５）本論文は、中小企業のオーナー経営者が持つ事業の維持発展に対する意思形成要因を、参与観察やイン
タビューを中心に経営者の内面を解釈するという研究方法により明らかにしている点に、新規性と独自性
を見ることができる。また、経営者の内面を、独立創業した経営者を対象とした創業の動機、労働に対す
る考え方や欲求の分析にとどまらず、後継者である経営者の事業観や家業の維持発展の意思の分析にまで
踏み込むことで研究に厚みをもたらしている。 
（６）その結果得られた中小企業経営者の労働観、事業観、後継者の家業の維持・発展への意思の背後にある
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ものなどについての考察・分析は、現在のわが国中小企業の課題に即したものであり、中小企業経営者の
経営意欲や事業承継の意欲の促進を図るために極めて有用と思われる。さらに、本論文は現在岐路に立た
されている小規模な中小企業への支援・指導などの中小企業政策に大きく貢献するものと考える。 
 
２．本論文の短所 
（１）本論文は、多数の中小企業に対して長期に渡って参与観察とインタビューを行っていることもあって、
統一的なインタビュー設計が不十分で、研究課題の設定がいささか甘く、課題への回答としてインタビュ
ー調査結果の理論ベースでの解釈が必ずしも十分ではないという点が見られる。 
（２）本論文は、中小企業を対象としているが、中小企業の大部分は同族企業であるということからすれば、
もう少し同族企業研究の視点を明示的に出して議論をより理論的に整理する必要があろう。 
（３）本論文においては、事業観、家業に対する価値観、ものを造ることの規範などの概念が新たに提示され
ており、Ⅵ章においてその因果関係の図が示されているが、この点に関してもう少し突っ込んだ分析が欲
しい。 
（４）本論文の課題としては、とりわけ本論文の独自性と裏腹の関係ともいえるが、経営者の内面に対する解
釈をどこまで論理的で普遍性を担保していくかという点が挙げられる。 
 
３．結論 
本論文には、以上のような長所と短所があるが、その長所に比べて、短所はきわめて軽微であり、本論文の
優秀性をいささかも損なうものではない。 
本論文の提出者である里見泰啓は、１９８７年に早稲田大学社会科学部を卒業後、（株）開発計画研究所に
入社し、研究員として国や全国の自治体からの委託による地域経済振興、中小企業振興に関わる調査研究、振
興策の立案に携わってきた。１９９４年には法政大学大学院社会科学研究科経営学専攻修士課程に入学し、技
術者が自社ブランド製品をもって独立創業するベンチャー的な企業の発生要因を特定地域の企業立地要因と
の関連から考察した研究を行っている。２００５年には早稲田大学大学院商学研究科博士後期課程に入学した。
在籍中は、実務経験を活かしながら、中小製造業の経営者の行動に関して研究し、その成果を論文として発表
している。 
この間、２００１年から１１年まで品川区区民事業部産業振興課で商工相談員を務め、数多くの中小企業支
援と中小企業振興策の立案に携わり、２００２年には産業支援型ＮＰＯ、特定非営利活動法人ものづくり品川
宿の設立に関わり理事・事務局長として中小企業振興策の推進に携わり続けている。さらに、２０１１年から
は公益財団法人本庄早稲田国際リサーチパークに勤務して産学連携推進マネージャーとして中小企業振興プ
ロジェクトの立案・推進、中小企業の経営課題の解決を図るなど、中小企業支援の現場で自らの研究成果の実
践を行ってきた。 
２０１６年からは事業創造大学院大学事業創造研究科の准教授となり、地域経済産業論と地域マネジメント
を担当し、地域経済学および中小企業に関する講義を行い、中小企業の後継者の指導なども行っている。 
論文提出者のこのような経歴からみても本論文の研究成果は中小企業の支援・指導と政策の提案などに有効
に活用されていくものと考える。 
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以上の審査結果にもとづき、本論文の提出者里見泰啓には「博士（商学）早稲田大学」の学位を受ける十分
な資格があると認められる。 
 
２０１９年１月７日 
 
審査員  
（主査） 早稲田大学教授  鵜飼 信一 
 早稲田大学教授  坂野 友昭 
 埼玉大学名誉教授、埼玉学園大学特任教授  加藤 秀雄  
    
 
